別添５
活動内容（先進的輸送技術試験の支援）
第１　事業の概要
１　事業の概要
	実施地区
	事業内容
	対象品目及び輸出先国・地域
	事業費
（円）
	負担区分（円）
	補助率
	備考

	
	
	
	
	国庫補助金
	自己負担
	その他
	
	

	①
	
	
	
	
	
	
	
	

	②
	
	
	
	
	
	
	
	

	③
	
	
	
	
	
	
	
	


（注）「実施地区」欄には、輸出促進団体等事業実施主体が自ら輸出を行っていない場合には、事業に直接参加する会員等の名称を記入すること。
２　事業完了予定（又は完了）
（取組実施者ごとに記入）
①　　　　年　　　月　　　日
②　　　　年　　　月　　　日
③　　　　年　　　月　　　日
第２　事業の実施方針
	


（注）事業の目的、必要性、期待される効果等について、具体的に記述すること。

第３　成果目標 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	実施地区
	取組実施者の概要
	目標・実績の別
	青果物の輸出額・量

	
	
	
	参考
（　年度）
	基準年度
（　年度）
	（　年度）
	（　年度）
	（　年度）

	1 
	
	目標額
	
	
	
	
	

	
	
	実績額
	
	
	
	
	

	
	
	目標量
（単位）
	
	
	
	
	

	
	
	実績量
（単位）
	
	
	
	
	

	2 
	
	目標額
	
	
	
	
	

	
	
	実績額
	
	
	
	
	

	
	
	目標量
（単位）
	
	
	
	
	

	
	
	実績量
（単位）
	
	
	
	
	

	計
	
	目標額
	
	
	
	
	

	
	
	実績額
	
	
	
	
	

	
	
	目標量
（単位）
	
	
	
	
	

	
	
	実績量
（単位）
	
	
	
	
	


（注１）「実施地区」欄には、輸出促進団体等事業実施主体が自ら輸出を行っていない場合には、事業に直接参加する会員等の名称を記入すること。
（注２）基準年度は、原則として事業実施年度の前年度とするが、数値が確定していない場合には、前年度の見込額及び参考値たる前々年度の実績額を記入すること。なお、後に数値が確定しても、目標額の変更はできない。

別添５－○（実施地区ごとの活動内容を記述）
実施地区：　　　　　　　
第１　事業の実施方針
（1） 実施地区の概要（所在地、代表者、主な業務内容等（農業者団体であれば主な品目、対象品目の作付面積、生産量等））
	


（注）輸出促進団体等事業実施主体が自ら輸出を行っていない場合には、事業に直接参加する会員等の概要を記述すること。
（2） 対象輸出先国・地域、対象品目、先進的輸送技術等
	


（３）事業の必要性等
	


（注）事業の目的、必要性、期待される効果等について、具体的に記述すること。
第２　輸出目標額等
１　目標額の設定及び達成の考え方

	


２　対象品目の内訳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	実施地区
	実施地区の概要
	目標・実績の別
	青果物の輸出額・量

	
	
	
	参考
（　年度）
	基準年度
（　年度）
	（　年度）
	（　年度）
	（　年度）

	
	
	目標額
	
	
	
	
	

	
	
	実績額
	
	
	
	
	

	
	
	目標量
（単位）
	
	
	
	
	

	
	
	実績量
（単位）
	
	
	
	
	


（注１）「実施地区」欄には、輸出促進団体等事業実施主体が自ら輸出を行っていない場合には、事業に直接参加する会員等の名称を記入すること。
（注２）基準年度は、原則として事業実施年度の前年度とするが、数値が確定していない場合には、前年度の見込額及び参考値たる前々年度の実績額を記入すること。なお、後に数値が確定しても、目標額の変更はできない。
第３　事業の内容
１　検討会の開催
（１）検討会の構成
	検討会の概要
（目的、構成員の選定理由等）
	構成員
	備考

	
	氏名
	所属・役職
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


（２）検討会の内容
	開催時期
（年月日）
	開催場所
	参集範囲
	検討内容
	備考

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


（注）「参集範囲」欄には、検討会の構成員以外の者が参加する場合には、その者の所属や氏名も併せて記入すること。
　
２　先進的輸送技術等の実証試験による実用化
（１）技術開発
	対象輸出先国・地域
	対象品目名
	開発する技術内容
	備考

	
	
	
	


（２）技術開発の方法
	


（注）技術開発者、技術開発する場所、技術開発により期待できる効果等を具体的に記述すること。
（３）技術開発の実用化に係る試験輸送
	対象国名
	対象品目名
	実用化試験に用いる技術
	備考

	
	
	
	


（４）実用化試験の内容
	


（注）誰が何時、どこで、どのような試験を行うのか等を具体的に記述すること。
（２）事業スケジュール
	実施時期
	取組の内容

	月　旬
	

	月　旬
	

	月　旬
	

	月　旬
	

	月　旬
	


３　普及に係る現地研修会の開催
（１）現地研修会の構成
	研修会の概要
（目的、構成員の選定理由等）
	講師等
	備考

	
	氏名
	所属・役職
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


（２）研修会の内容
	開催時期
	開催場所
	参集範囲
	検討内容
	備考

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


（注）「参集範囲」欄には、検討会の構成員以外の者が参加する場合には、その者の所属や氏名も併せて記入すること。
４　事業実施経費
	区分
	費目
	細目
	単価（円）
①
	員数（人数、回数）
②
	合計（円）
（①×②）
	備考

	検討会の開催
	
	
	
	
	
	

	　　　　　　計
	
	
	
	
	
	

	先進的輸送技術等の実証試験による実用化
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	

	普及に係る現地研修会の開催
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	

	総計
	
	
	
	
	
	


第４　実施体制
事業担当の氏名及び役割、過去の類似事業の経験、本取組を委託する場合の委託先との関係を記述すること。
	


第５　積算内訳
	区分
	事業費
（円）
	負担区分（円）
	事業の委託
	備考

	
	
	国庫補助金
	自己負担
	その他
	
	

	
	
	
	
	
	(1) 委託先
(2) 委託する事業内容

	

	合計
	
	
	
	
	
	


